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代表者からのメッセージ

盛岡水産株式会社

学生記者
小野寺 えみり
[岩手県立大学]

やりがいの原動力は、お客様からの
「ありがとう、また頼む」の言葉。

水産物卸売業

―入社のきっかけを教えてください。
田中　私の場合、高校は商業科でしたので物の流通に
関しての勉強をしました。ここなら勉強した事を活かせる
のではないかと思い選びました。
―現在のお仕事はどのような内容ですか？
田中　商品の発注、納品、品質管理、お客様への商
品提案、担当している商材の情報収集、お客様訪問な
どです。お客様への商品提案では、お客様に自分の売
り込みたい商品やメーカーさんおすすめの商品を提案す
ることを行っています。
―仕事のやりがいはどんな時に感じますか？
田中　お客様に、値段に見合う商品を探して欲しいなど
の要望に対して、一生懸命になって対応した時に、お
客様から「ありがとう、また頼む」などの感謝の言葉が
あった時にやりがいを感じます。入社したばかりのころは、
お客様との接し方や言葉遣いなど慣れないことが多くあ
りましたが、今ではお客様それぞれの好みもわかってくる

ようになり、お客様にたよられるようになりやりがいにつ
ながっています。
―職場の雰囲気はどのような感じですか？
田中　仕事中は各自の仕事に対して集中していますが、
誰か困っている人がいれば気にかけて一声かけるなど、
常に周りを見ながら社員同士助け合いながらやっていま
す。自分も入社５年目となり、後輩たちが困っているとき
には自分の今までの経験を活かしたアドバイスも行えるよ
うになりました。
―社会人になって初めに苦労したことは何ですか？
田中　初めて会うお客様とのコミュニケーションをとるこ
とに苦労しましたが、まず自己紹介をして、挨拶をする
ように心がけました。
―これからの目標を教えてください。
田中　お客様の要望に少しでも早く対応し、満足してい
ただけるような結果を出せるようにしたいです。

学生記者の

社員インタビ
ュー

事 業 内 容 盛岡市中央卸売市場にて、生鮮・
冷凍・塩干・加工水産物の集荷・
卸売

資 本 金 5,000万円
従 業 員 数 66名
平 均 年 齢 40歳
設 立 1970年7月
売 上 高 約136億円
初 任 給 158,600円（大卒）

150,000円（短大卒）
150,000円（専門学校卒）
142,000円（高卒）

福 利 厚 生 健康保険、厚生年金、労災保険、
雇用保険、退職金制度:（勤続3年
以上）、試用期間：３ヶ月（同条件）

休日・休 暇 年間休日95日　日、祝、会社カレ
ンダーによる水曜日1～3日、夏
季、年末年始、GW

［本社所在地］〒020-8567 岩手県盛岡市羽場10-100盛岡市中央卸売市場内
☎019-614-1600

最近の若者採用者数（概ね30歳未満）

25年度 4名 26年度 3名 27年度 1名

最近の離職者数（概ね30歳未満）

25年度 3名 26年度 2名 27年度 2名
　

田中 哲史
たなか　さとし
盛岡市出身。盛岡商業高校卒。入
社５年目。冷塩部冷凍課で、商品の
発注、納品、品質管理などを担当。

入社して数年は、どの職種に関しても、覚え
る事がたくさんあると思います。市場の仕事
に関しては、生鮮食料品の流通に携わる仕
事になるので、相場や商品規格を覚える、品
質管理の徹底、情報収集などいろいろあり
一見大変そうに見えるかもしれませんが、周
りの先輩社員の人たちがすぐフォローには
いってくれたり、分かりやすく教えてくれたり
するなど、仕事を早く覚える事ができる環境
です。

❖経営理念
食材の安定供給を通じて地域に貢献します

日本人の食文化に欠かせない魚食、この魚食を支えるべくして

造られたのが中央卸売市場であります。岩手県唯一の中央卸

売市場水産物部の卸売業者の責任として、常に高鮮度、高品質

な食材が求められる、水産物流通における安定的な供給を通じ

て、地域に貢献してまいります。中央卸売市場ならではの広い調

達網と、岩手三陸という地域特性を活かし、お客様第一の考え

の下、消費者ニーズに沿った提案を続けてまいります。

❖経営戦略
市場の商売の原点は人づくり

鮮度、品質を判断するには、見抜く目を持った「人」が必要です。

中央卸売市場の広い調達網も、会社と、集荷する担当者の信用

が物を言います。ここでも「人」が重要です。そしてお客様に対し

ても、的確かつ正確な情報を提供できるかどうかが、商売の成

否を分けます。情報を持つ「人」がここでは最強です。見るも人、

聞くも人、語るも人。人が会社を支え、市場流通を支え、魚食を

支えるのです。

❖将来ビジョン
地場商材のさらなる浸透と開発支援

お客様第一の考えの下、これまで弊社は、あらゆる産地、メー

カーから商材を調達してきました。結果、地場商材に対する取組

がやや物足りないものとなり、周囲からもそのような評価を頂く

に至っております。しかしながら、現状は、お客様が求めるイメー

ジとの乖離があるのも事実であり、弊社がお互いの情報の橋渡

し役を務めることで、高いレベルでのマッチングが可能であると

考えます。そのような人材の育成が急務です。

市場の営業は、９時５時で空調の効いた
部屋で一日中、という仕事ではないのでそ
ういった意味では厳しい仕事かもしれませ
ん。市場という仕組みも前近代的と言える
かもしれませんし、魚の漁獲自体が減少し
ている中、商売も先細りという見方もある
意味、当を得ているかもしれません。しかし、
日本の食文化が無くならない限り、我々の
出番も無くなりませんし、考え方次第、着目
の仕方次第で飯のタネは無限にあると思い
ます。近くから遠くまで視野を広く捉えられ
る方、人と接するのが得意な方、型にはまっ
たことが嫌いな方、以上の条件に当てはま
らない方も職場見学に応募しよう。ネガティ
ブ情報も含め、いろいろお教えします。

代表取締役社長

菊池 一裕

盛岡水産株式会社の キラリ ここが強い！
■県内唯一の中央卸売市場で商売ができるということ。中央卸
売市場の看板の存在は大きいと思います。

■長年無借金にて経営を続けているということ。経営リサーチ会
社からも高い評点を頂いております。

■風通しの良い社風。派閥も学閥もなし。同族経営でもないので
社員全てに経営者になれるチャンスが。

「田中、頼むよ。」注文や問い合わせの電話が次 と々入る。 市場ならではの日常の風景。

お客様との他愛のない会話が、大きな売上につながるこ
とも珍しくない。
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